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の

山

は

現
在
の

三

輪
山

で

あ
り、

神
体
山
と

し
て

今

も
信

仰
さ
れ

て

い

る
。

神
が
鎮
座
し
て

い

る

山
、

森
林
な
ど
は

神
奈

備
と
呼
ば
れ

、

神
の

鎮

ま
る

場
所
で

あ
る

た
め

に

禁
足
地
と
な
っ

て

い

る

所
が

多
く

、

自
然
林
と

し
て

古
来
の

姿
を

残
し

て

い

る

こ

と
が

多
い

。

ま
た、

一

般
に

自
然
の

樹

木
が

密
生

繁
茂
し
て

い

る

区
画
を

森
と

言
う
が

、

神
が
降
臨
し
て

、

鎮
座

す
る

依
り
代
と
な

る

よ

う
な

木
が

存
在
す
る

特
別
な

森
は
、

『

万
葉

集
』

に

あ
る

よ

う
に

社
、

神
社
と

表
記
さ

れ、

こ

れ
ら
は

今
日
に

も

神
社、

鎮

守
の

杜
と

呼
ば
れ
る

存
在
と
し

て

残
っ

て

い

る
。

　

ま
た

、

神
道
に

は

植
林

文
化
や

樹

木
に

関
す
る

儀
礼
も

存
在
す
る

。

『

日

本
書
紀
』

に

は

素
戔
鳴
尊
に

よ

る
植
林
の

記
述
が
あ

り
、

儀
礼
で

は

樹
木
を
伐

採
す
る

前
に

神
の

許
し

を
乞
い

、

そ

の

伐
採
の

最
中
の

安
全
を

祈
願
す
る

も
の

が

あ
る

。

神
宮
式

年
遷

宮
の

際
に

行
わ
れ
る

山
口

祭、

木

本
祭

、

御

杣
始
祭

、

御
船
代
祭

、

仮
御
樋
代
木
伐
採
式
な
ど
は

、

古
来
よ

り
の

慣
習
を

今
も
な

お

現
代
に

伝
え

続
け
て

い

る

も
の

で

あ
る

。

さ
ら

に
、

樹
木
を

伐
採
し
た

後
の

切
り
株
に

挿
し

木
を

行
い

、

樹
木
の

再
生

産

を

祈
願

す
る

鳥
総
立

て

と

い

う
文

化
が
あ
る

が、

そ
の

起

源

も
古

く
、

『

万

葉
集
』

に

は

「

鳥
総
立
て
、

足

柄
山
に

、

船
木
伐
り、

木
に
伐

り
行

き
つ
、

あ
た
ら

船
木
を
」

を
と
い

う
歌
が

あ

り
、

こ

れ
は

好
き

な
女
が

他

人
と

親
し

く
な
っ

て

し

ま
っ

た

の

を

惜
し
ん

だ
歌
で

あ
る

が
、

こ

の

よ

う

な

表
現
が
用
い

ら
れ

た

背
景
に

は
、

常
用
の

習

俗
が

あ
っ

た

と

考
え

ら

れ
、

昔
は

鳥
総
立
て

が

盛
ん

に

行
わ

れ

て

い

た

と

考
え
ら
れ

る
。

　
こ

の

よ

う
に

日
本
が

世
界
的
に

も
有
数
の

森
林
を

保
有
し

て

い

る

理
由

を

考
察
し

て

み

る

と
、

古
代
か

ら

現
在
ま
で

途
切
れ

る

こ

と
な
い

神
道
の

山
川
草
木
な
ど
に

神
を

見
出
し

、

森
林
に

は

神
が

鎮
座
し
て

い

る

と

考
え

て

必
要
以
上
に

樹
木
を

伐
採
し
な
か
っ

た

こ

と
、

樹
木
の

伐
採
前
後
に

儀

礼
を

行
い
、

植

林
を

す
る

と
い

う
文
化
を
風
化
さ

せ
る

こ

と

な
く
持
ち
続

け
、

実
行
し
て

き
た
こ

と
が

現
在
の

日
本
の

森
林
状
況
に

大
き
な
貢

献
を

果
た
し

て

い

る

と

考
え
ら
れ

る
。

　
そ
し

て、

神
社

及
び

そ
の

森
林
に
は

国
民
の

慰
安、

人

情
を
養
い
、

天

然
風

景
と
天
然

記
念
物
を

残
す
な
ど

の

価
値
を

見
出
す
こ

と
が

可
能
で

あ

り
、

ま
た

神
社
の

古
来
よ

り
続
く
森
林
の

植
生
を

調
査
す
る

こ

と
に
よ

り

そ

の

地
域
に

お

け
る

最
適
な

植
林
活
動
が
可
能
で

あ
る

と

考
え
ら
れ
る

。

森
林

問
題
は

政

治、

経
済

、

自
然
環
境
な
ど

様
々

な

要
因
が
あ
る
が、

そ

の

解
決
に

重

要
な

点
は

森
林
が

貴
重
な

も
の

で

あ
る

と
い

う
こ

と
を

書

物
、

儀
礼、

口

伝
な
ど
を
用
い

て

代
々

伝
え
て

い

く
こ

と
で

あ
ろ
う

。

古
代

神
宮

祭
祀
に

お
け
る

聖

体
示
現

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

新
田
佳

惠
子

　
古

代
神
宮
祭
祀
に

お

け
る

「

聖
な
る

も
の
」

の

顕
現
に

つ

い

て、

太
玉

串
行

事
の

古
儀
を

解
釈
し

、

そ
の

宗
教
現
象
を

考
察
し

た
。

　

古
代
の

太
玉

串
行
事
は
、

『

皇

太
神
宮
儀
式

帳
』

に

三

節
祭
と

神
御
衣

祭
、

幣
帛
駅
使
の

時
に

太
玉

串
と
い

う
榊
に

木
綿
（
ユ

フ
）

を

付
け
た

も

の

を
天

八
重
榊
と

と
も
に

使
用
し
た
こ

と
が

記

載
さ
れ

て

い

る
。

　
太
玉
串
と

天
八

重

榊
は

、

神
宮
で

し

か
用
い

ら
れ
な
い

こ

と
と
、

天
八

重
榊
は

内

宮
で

し
か
な
い

こ

と

か

ら、

こ

の

二

つ

は
天
照
坐

太
神
の

祭
祀

に

関

係
し
て

い

る
。

そ
し

て
、

太
玉
串
に
使
用
さ
れ
る

祝

詞
の

「

前
」

と

「

（
地

名
・

場
所）

二

稱
辞
竟
奉
」

が、

本
座
で

は
な

く
、

神
を

迎
え
る

神

座
を

指
し、

迎
え
ら
れ
た

祭
神
と

迎
え
た

祭
祀

者
と
は
近
い

距
離
に
あ
る

と
い

う
こ

と

が

明
ら
か
に

な
っ

て

い

る

（

白
江
恒

夫
『

祭
祀
の

言
語
』

）

。

こ

の

こ

と

か

ら、

正

殿
で

は

な

く、

太
玉

串
と
天

八

重
榊

に
近
い

処
に
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「

聖
な
る

も
の
」

を

新
た

に
迎
え
る

と
い

う
意
識
が

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、

日
本
の

神
は

祭
祀
に

よ
っ

て

変
容
す
る

こ

と
が
あ
る

と

確
認

さ
れ

て

い

る

（

『
祭
祀
の

言
語
』

）

。

こ

の

こ

と

か
ら
、

太
玉
串

行
事
の

祝

詞
に

「

多
々

倍
」

「

称
辞
」

と

あ
る

の

で
、

天

岩
戸
祭
祀
と
い

う
神
話
の

再

現
を

す
る

こ

と
に

よ
っ

て
、

二

度
と
お

隠
れ
に

な

ら
な
い

神
の

変
容
を

願
っ

た
と

解
釈
で

き
る

。

　
『

皇

太
神
宮
年

中
行
事
』

の

時

代
ま
で

、

榊
が
差
し

替
え
ら
れ

る

の

は

年
中
四

度
の

祭
の

時
だ

け
で

あ

り
、

九

月
の

神
御
衣
祭
の

時
の

榊
の

ま
ま

神
嘗
祭
が

行
わ

れ

た
。

『

皇
太
神
宮
儀
式
帳
』

の

太
玉

串
も

祭
祀

後
置
か

れ
て

い

っ

た

も
の

が

天
八
重
榊
で

あ
る

と
い

う
説
も

あ
り

、

ま
た

、

伊
勢

で

は

古
い

榊
に
対

す
る

聖

性
が

現

在
も
見
ら

れ
る
（
原

田
敏

明
「

榊
巻

き
」

『

神
と

社
』

）

こ

と
か
ら

、

樹
木
崇
拝
と
は

違
う
観
念
が

こ

こ

で

は

あ

る
と

考
え
ら

れ
る

。

　

ミ

ル

チ
ャ

・

エ

リ

ア

ー

デ
は

、

聖

な
る

石、

聖

な
る

木
は
、

石
と

し

て、

あ
る

い

は

木
と
し
て

崇
拝
さ

れ
る

の

で

は

な
く

、

そ
れ

ら

が

崇
拝
さ

れ
る

の

は
、

そ
れ

が

聖

体
示
現
（
ヒ

エ

ロ

フ

ァ

ニ

i
）

で

あ
る

か

ら
で

あ

る
、

と

言
っ

て

い

る

（
ミ

ル

チ

ャ

・

エ

リ
ア

ー
デ

『

エ

リ

ア

ー
デ

著

作

集
』

）

。

古
代
神
宮
に

お

い

て、

太
玉

串、

八

重
榊、

宮

飾
り
の

榊
は

、

「

聖
な
る

も
の
」

の

顕
現
に

近
い

位
置
に

あ
り

、

そ
れ

ら
は

、

天

照
坐

太

神
の

祭
祀
に

は

な
く
て

は
な
ら
な

い

も
の

で

あ
っ

た
。

　

神
話
を

再
現
す
る

と
い

う
こ

と
は

、

神
の

時
間
へ

帰
入
す
る

こ

と
で

あ

る

（
『

エ

リ

ア

ー
デ
著
作
集
』

）

、

と

エ

リ
ア

ー

デ

は

言

う
。

『

皇
太
神
宮
儀

式

帳
』

に
は

、

太
玉

串
行
事
は

神
話
の

再

現
で

あ
る
と

記
載
さ
れ

て

い

る
。

神
話
の

祭
祀
は

、

磯
部
氏
が

奉
仕
氏
族
と
し
て

の

正
当
性
を

証
明
す

る

為
だ

け
の

も
の

で

は

な

く
、

古
代
の

人
々

が、

天
照
坐
太
神
の

顕
現
と

永
遠
を

願
っ

て

行
っ

た

姿
が
あ
る

の

で

は
な
い

か
と

考
え
ら
れ
る

。

上

代
に

お

け

る

祈
り

の

変

容

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

白
江

　
恒
夫

　
「

祈
る
」

は
、

上

代
（
奈
良
時
代
と
そ

れ
以

前
）

で

は
「

神
を
祈
る
」

と
い

う
表
現
が
主
で、

今
日

普

通
に

用
い

る

「

神
に

祈
る
」

と
い

う
表
現

は

厳
密
な
意
味
で

の

用
例
が

見

当
ら
な
い

。

そ
こ

で
、

確
実
な

仮
名
書
き

例
の

あ

る
万

葉
集
と

続
紀
宣

命
を
用
い

て

「

神
を

祈
る
」

と
「

神
に

祈

る
」

を

考
え
て

み

た
い

。

一
、

イ
ノ

ル

の

語
構
成
と

語
義

。

イ
ノ

ル

の

語
構
成
は

イ
（
斎）
ノ

ル
（

告）

で
、

普
段
口
に

し

な
い

特

別
な

発
言
を

神
聖
に

行
う
意

。

新
撰
字
鏡
に

「

託
。

檮
也、

註
也、

イ
ノ

ル

又
ク

ル

フ
」

等
と

あ
る

。

狂
フ

と
も

読
み

得
た

「

託
・

禧
」

の

訓
イ
ノ

ル

は
、

一

種
異
様
な
状
態
で

の

発
言
を

さ
し

た
と

考
え
ら

れ

る
。

二
、

漢

字
「

祈
」

「

疇
」

の

意

味
。

日
本
語
イ
ノ

ル

に

は

「

祈
・

檮
・

祈

疇
」

等
の

漢
字
や
漢
語
を

あ
て

る

こ

と
が

多
い

が
、

漢
字
「

祈
・

禧
」

に

は
、

神
に

叫
び

告
げ
て

助
力
を
求
め

る

意
が

あ
っ

た
。

「

掌
六

祈
（
鄭
玄

注）

祈、

嶋
也
、

謂
為
有
災
変、

号
呼
告
于
神、

以

求
福

。

」

（

周
禮、

春

官、

大
祝）

と

あ
り、

「

疇
祠
于
上
下

神
示
（
鄭
玄
注
）

求
福
日

蒋
」

（

周

禮、

春
官、

小

宗
伯
）

と

あ
る

。

こ

れ

ら
の

「

福
」

は

神
の

助
け
の

意

（
「

福
、

説
文、

祐
也
」

『

集

韻
』

）

で

あ
る
か
ら

、

「

求
福
」

は

神
の

助
け

を

求
め
る
意

。

三
、

神
ヲ

祈
ル

と
神
二

祈
ル

。

日
本
語
イ
ノ

ル

は、

神
聖
に

告
る

（
呪
的

に

言
う）

こ

と
だ
か

ら、
「

神
を
祈
る
」

と
は
、

普

段
口

に

す
る

の

を

憚

る

神
名
を
特
に

口

に

す
る
こ

と

を
意
味
し
た

。

神
の

助

け
が

是
非
必

要
だ
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